
アルミニウム中空⾓材の可変断⾯押出し

想定される適⽤分野・⽤途・業界 産業界へのアピールポイント

(社会背景・⽬的）
今⽇、各分野で温暖化をはじめとする地球環境や
エネルギー消費への配慮が強く求められおり、例
えば⾃動⾞産業では、これらの問題を解決するた
めには⾞体部分の軽量化が重要であると⾔われて
います。

(概 要）
可動ダイスと可動マンドレルの空隙に材料を押し
流して中空⾓材を成形します。可動ダイスを摺動
させることで成形品の外形⼨法を、可動マンドレ
ルを軸⽅向に移動させることで成形品の内形⼨法
を変化させることができます。

(期待される効果）
中空の⾓材の断⾯形状を変化させながら押出成形
するので、従来の⼆次加⼯が不要になります。
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●使⽤する箇所に応じた⼆次加⼯を省略
できれば、製造コストを軽減できます。

●⾃動⾞の⾞体をアルミニウムスペース
フレーム構造で製作する場合など。
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